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1. はじめに 

近年、mixi や Twitter など Web 上での交流が非常に盛ん

である。現実世界での交流と違い、Web 上では遠くの人物

や会ったことのない人物とも簡単に交流できるという特徴

があり、その気軽さが人気の理由の一つとなっている。こ

のような Web 上の交流によって構築される社会的関係性

に対する研究は情報処理の観点から数多く行われてきたが

[1]、現実世界における個人個人の人間関係を解析する研究

はそれほど多くない。これは、現実世界の人間関係を解析

する技術的な手段が乏しかったことが原因だと考えられる。 

本論文では、写真を解析することで「誰と」「いつ」

「どのような状況で」交流したのか取得し、その情報から

写っている人物間の親密さを推定する手法を提案する。次

章で提案手法について説明を行い、最後に実験による従来

手法との比較を行う。 

2. 写真を用いた人物間の親密度推定 

今回提案する手法は、大きく以下の 4 つに処理が分けら

れる。本章でそれぞれの詳細を述べる。図 1 がこのシステ

ムの概要図であり、本論文では特に(2)の親密度推定につい

て詳しく述べる。 

(1) 写っている人物の認識・位置計算・属性解析 

(2) 親密度の推定 

(3) 結果の可視化 

(4) 結果に対する考察 

 

まず初めに、どの写真に誰が写っているのかの解析を行

う。本手法では写真に対して顔認識を行うことで、誰が写

っているのか検出する。また、親密度推定の際に利用する

ため、人物の顔の位置と笑顔度[2]も同時に計算しておく。

これらの処理は、OMRON社の OKAO Vision というライブ

ラリを用いて実装した[3]。また顔認識が失敗した場合、簡

単に修正が出来るようなインターフェースを作成した。具

体的には、もし顔認識に失敗した場合、顔領域の四方の点

をクリックで指定し、その人物の名前をコンボボックスあ

るいはテキストボックスで選択・入力できるようなインタ

ーフェースである。 

人物の認識が完了すれば、次に写っている人物間の親密

度推定を行う。写真の集合から親密度の推定やコミュニテ

ィの検出を行う研究として Wu らの手法[4]がある。これは

次の 3 つの仮定をおいて、写真に写っている人物間の親密

度を推定するものである。 

 

仮定(1) ： 

仮定(2) ： 

 

仮定(3) ：  

 

この手法では単純な共起頻度と写真中の距離などを用い

ているだけであり、写真がいつ撮影されたものなのか、ま

たどのような状況で撮影されたものなのかという情報を推

定に用いていない。より現実に即した親密度推定のために

は、写真のコンテキスト情報を用いる必要があると考える。 

今回、我々はこれに以下の二つの仮定を加えて親密度を

推定することを試みた。 

 

仮定(4) ： 

  

 

仮定(5) ： 

  

 

仮定(4)より、さきほど計算した笑顔度を用いて、笑顔度

の高い人物が写っていればより親密であるように[4]を改良

する。同様に仮定(5)より、最近の写真ほど推定される親密

度の重みが大きくなるようパラメータを設定する。 

[4]では具体的に、ある人物 Pi と Pj の親密度を次の式で

算出している。ここで、fIl は写真 Il に写っている人物の数、

m は人物 Pi と Pj が共に写っている写真の枚数、d(Pi ,Pj)は

人物 Pi と Pj の写真中での距離を表している。また、この

式は w(Pi, Pj)の値が小さいほど親密な関係であることを表

している。 

本手法では、上式を次のように拡張する。 
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図 1 システムの概要図 

写真中に多くの人物が写っているほど、写真中

の距離による関係性は弱まる 

写真中で距離が近い人物ほど関係性が強い 

共に写っている回数が多いほど関係性が強い 

笑顔の人物が写っている写真は雰囲気の良い 

シーンであり、そこに写っている人物間の関係

性は相対的に強い 

最近撮られた写真ほど、現在の人間関係を表し

ている 
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smile(Pi, Pj)は人物 Piと Pjの笑顔度が高いほど大きな値を

とる関数、そして date(Il)は写真 Ilの撮影日時が古いほど小

さな値をとる関数である。例えば最近撮影された笑顔の人

物が写っている写真であれば、w(Pi, Pj)の値は Wu らの手

法の計算結果に比べると小さくなる。つまり、提案手法の

計算結果の方が親密度の増すような式となっている。 

続いて、親密度の推定後、ユーザーにとって理解しやす

い形でそれを提示する必要がある。最も一般的な可視化手

法として、親密度を各ノード間の重みとみなした重み付き

ネットワークを作成し、これに対しクラスタリング処理を

施して、ネットワーク内にどのようなコミュニティが存在

するのか一目で分かるようにすることが考えられる。 

最後に、これまで得られた結果から何が言えるのか考察

を行なう。例えば周りに存在する人間関係ネットワークの

中で中心人物は誰なのか、より交流を広げるためには誰に

コンタクトをとれば良いのか、またはどの程度コミュニテ

ィが結束しているか等の考察・推定を行なう。 

3. 実験 

3.1 実験対象 

実験には、33 人が写っている計 146 枚の写真をデータセ

ットに用いた。そのうち、81 枚が 28 人写っている送別会

の写真、残り 65 枚が 27 人写っている旅行写真である。解

析の対象にしたのは、この 2 つのイベントのどちらにも参

加した 22 人である。これは、撮影日時による親密度の違

いを従来手法と比較するためである。 

3.2 関数の設定 

この実験では、smile(Pi, Pj)を次のように設定した。ここ

で、smile*(Pi)は図 2 のような関数であるとする。つまり、

ある人が笑顔度最大の時と無表情の時を比べると、別の人

物との親密度が 3 倍になるような設定である。 

また、date(Il)は次式である。ここで、t は写真 Ilが何日前

に撮影されたかを表す整数とする。これは、本日撮影され

た写真と比べて、一年前（365 日前）に撮影された写真の

重みが半分、つまり、t=365 のときに date(Il)=0.5 となるよ

うな忘却関数に設定した。 

3.3 実験の結果・評価  

手法の評価のため、まず正解データを作成する。あるユ

ーザーにアンケートをとり、解析対象の 22 人と自分はど

れだけ親しいと思っているか 10 点（非常に親しい）から  

1 点（全く親しくない）の間で点数をつけてもらった。こ

れを親密度の正解データとし、各手法で推定された親密度

がこの正解データにどれだけ近いかで手法の評価を行った。

あるユーザーの正解データ・推定された親密度の一部を図

3 に示す。簡単のため 7 人だけ抽出し、それぞれ A から G

までラベルを付けて表示した。 

正解データと各手法で推定された親密度の近さは、スピ

アマン距離で計る。つまり、正解データの親密度の順位を

x=(rx1, …, rxn)、推定された親密度の順位を y=(ry1, …, ryn)と

したとき、 

の大小によって手法の評価を行う。ただし、同順位が生じ

る場合は中間順位を用いる。この実験においては、自分自

身を除いて n=21 である。この値が小さい手法ほど、より

現実に即した親密度を表していると解釈する。 

今回の実験では 4 人にアンケートをとり、その結果から

計算されるスピアマン距離を表 1 に示す。4 人のうち 3 人

が提案手法の方が小さい値となったが、提案手法が明らか

に優れていると言えるほどの有意な差ではない。笑顔度や

撮影日時の他に、より人間関係を表す特徴を用いて親密度

を計算する必要があると考えられる。 

4. おわりに 

本論文では、写真を解析して写っている人物間の親密度

を推定する手法を提案した。今後は、今回利用したイベン

ト写真ではなく、ウェアラブルカメラによって撮影された

長時間のライフログデータを使い、対人ログ取得システム

の構築と、その活用について研究を進める予定である。 
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図 3 User1 の正解データと、推定された親密

度の一例（21 人から 7 人を抽出） 

表 1 スピアマン距離の一覧 

 User1 User2 User3 User4 

Wu 1429 1420 1345 1800 

提案 1419 1342 1324 1810 

 

 

図 2 笑顔度による *( )ismile P の変化 

FIT2010（第 9回情報科学技術フォーラム）

512

（第4分冊）




